
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

火災報知器がなり、火災を発見した職員が事務室に連

絡、初期消火に向かいます。防火扉を閉めて避難しまし

た。火災現場を避ける経路を確認して、バスヤードに向

かいます。あわてず落ち着いて避難をしていました。 

消防署の方のお話より、炎が天井まで達していたら、初期

消火より避難を優先すること、火災では煙が発生するので、

口を覆って背を低くして避難すること、建物の出口が分から

ない場合は誘導灯に従って避難すること等を確認することが

できました。 

１１月２４日(水)に第３回「命を守る訓練」が行われました。今回は火災が起きた想

定で、学部ごとに訓練を行いました。火災報知器の音等、よく聞いて教師と一緒に避難

をすることができました。また、消防署の方に来ていただき火災発生時の避難について

のお話を聞くことができました。 


